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写真提供：富井純朗氏

本年度の渡御隊列はこちらから出発します
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平成二十八年  北海道神宮例祭 奉納行事予定

大道芸猿まわし アクションモンキープロダクション〈静岡県伊東市〉10:00～15:0014日　  15日　  16日　 火 水 木 神門下
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14日　宵宮祭   午後6時 ／ 本 殿火

※天候状況により奉納行事が中止となる場合がございますので予めご了承ください。
※終日混雑が予想されますので、公共交通機関をご利用ください。　※奉納行事の予定は、予告なしに変更になる場合がございますが、ご了承ください。
※奉納行事の詳細は5月下旬、北海道神宮ホームページに掲載いたしますのでご確認ください。
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市民のまつり
　当神宮の神様は、現在の場所にお鎮まりになられてより道民の皆様の心のよりどころとし
て仰がれ、札幌さらには北海道の発展を見守られてこられました。その神様の恵みに対して
市民こぞって感謝し、6月15日を例祭日と定め、平安を祈られてきた祭りが【札幌まつり】です。
　鳳
ほう
輦
れん
（神輿）の渡御は、明治11年に「御鳳輦を市中にお迎えしたい」という市民の願いが叶い、

毎年、市民の手で渡御を行うことになり、戦時中の二度の中止のみで今日まで受け継がれ
てきました。
　最初の渡御は円山崇敬講と各区の世話人が中心となり、やがて祭典を年番で奉仕する祭
典区が各地区ごとにでき、大正15年には全市民を講員とする「敬神講社」が発足し、今日の市
民総参加の敬神講社と祭典区制度が確立しました。
　【札幌まつり】は、年番祭典区代表委員長が市民を代表し、北海道神宮敬神講社講長を
務め、年番祭典区を中心に、祭典区及び青衣講・佼祇講・山車保存会・万灯保存会・維
新勤王隊・舞楽会・札幌青果物商業協同組合・開拓神社祭典委員会・札幌電気工事業協
同組合・JAさっぽろ・さざれ石会などの崇敬講及び諸団体の奉仕と、市民及び〈札幌まつ
り振興会〉の浄財を得て、市民主催の祭りとして、今も活き活きと受け継がれています。



明治5年、神祇省の通達により例祭日が6月15日と定められて、今年で145回となります。
例  祭

札幌市内の 31祭典区によって構成される北海道神宮敬神講社が運営する。北海道神宮敬
神講社は、年番制によりその年に奉仕の年番祭典区役員により組織される。年番祭典区
の代表委員長が、《北海道神宮敬神講社講長》に就任し、市民・氏子を代表して『札幌
まつり・神輿渡御』の一切を取り仕切る。

札幌まつりの運営組織

明治11年から行われ、今年で137回目（昭和19・20年中止）となりました。
神輿渡御

神輿（鳳
ほう
輦
れん
）の神様

大国魂神
北海道の大地を含めた国土の神

鳳輦に供奉する連合山車

第一鳳輦 第二鳳輦

第三鳳輦 第四鳳輦

大那牟遅神
国土経営・開拓の神

少彦名神
国土経営・医薬・酒造の神

明治天皇
開拓三神を開拓使に授け、近代日本の礎を
築かせられた第122代天皇

おおくにたまのかみ おおなむちのかみ

すくなひこなのかみ めいじてんのう

第一本府祭典区 〈人形〉日本武尊 第三山鼻祭典区 〈人形〉島 義勇 第四豊水祭典区〈人形〉須佐之男命

第六西創成祭典区〈人形〉素盞嗚尊 第七東祭典区 〈人形〉神武天皇 第八豊平祭典区 〈人形〉加藤清正

第十六桑園祭典区〈人形〉桃太郎第九東北祭典区 〈人形〉猿田彦命 第二十琴似祭典区〈人形〉名和長年・ましらの石


